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抄　　録

血液事業に従事する看護師にとって，穿刺技術の修得・向上は欠かせない

ものである。当血液センターでは，従来，「採血・静注シミュレータ シンジ

ョーⅡ®」（京都科学）を使用し，採血前検査に対するシミュレーション教育

を実施してきた。今回，模擬血管の怒張が確認可能で，コンパクトな「採血

静注練習キットsensitiv®」（ケー・シー・シー・商会）を使用する機会を得た。

2015年１月より，新規採用看護師を対象に，両モデルを併用した初期教育

訓練を行い，それぞれの使用経験に関するアンケート調査を実施した。その

結果，両モデルとも穿刺技術の修得に有用であるという結論を得た。また，

sensitiv®は細い模擬血管を有するので，一定の経験がある看護師の再教育訓

練にも有用であった。両モデルの導入によって，穿刺技術の向上に伴う採血

副作用発生率の低減，さらには，献血血液の減損低下も期待できる。
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はじめに

血液事業に従事する看護師にとって，採血針の

穿刺技術の修得と向上は欠かせないものであり，

このことが，採血副作用の軽減と献血血液の減損

低下に直結する。近年，医療の安全度を向上させ

る一環として，全国の大学医学部において，医学

部生の臨床スキル向上を目的としたスキルスラボ

の設置が進んでおり，各種シミュレータを活用し

たシミュレーション教育が実施されている1), 2)。

臨床スキル向上を目的としたシミュレーション教

育は，医学部生をはじめ，薬学部生を対象とした

フィジカルアセスメント実習，看護師を対象とし

た看護研修プログラム，救命救急士を対象とした

末梢静脈路確保のスキル向上に対しても実施され

ており，採血また静脈内注射に対するシミュレー

ション教育用として，「採血・静注シミュレータ 

シンジョーⅡ®」（京都科学）（図１）が使用されて

いる3), 4), 5)。当血液センターにおいても，新規に

採用された看護師を対象にした初期教育訓練の一

環として，シンジョーⅡ®を使用し，採血前検査
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に対するシミュレーション教育を実施してきた。

シンジョーⅡ®には，生体に類似した抵抗感，刺

入感が再現された注射パッド（当血液センターで

は，半透明タイプを使用）が付属し，模擬血管と

して尺側皮静脈，正中皮静脈，橈側皮静脈が再現

されている6)。模擬血液をポンプで循環させるこ

とによって，JMS比重針®もしくはカワスミ比重

針®を使用した２mL採血を行い，模擬血液を血

液型判定板へ滴下すること，また血球計数検査用

試験管へ採取することが可能となる。

今回，コンパクトで，シンジョーⅡ®と比較して，

駆血帯を使用した模擬血管の怒張が確認可能な

「採血静注練習キットsensitiv®」（ケー・シー・シ

ー・ 商 会）（図 ２）を 使 用 す る 機 会 を 得 た。

sensitiv®には，皮膚の質感が再現され，繰り返し

注射針を刺入しても注射痕が目立たない模擬皮膚

が付属している。sensitiv®の模擬皮膚には，その

裏側に皮下脂肪組織様のスポンジを付着させたタ

イプもあり，その厚さによって，採血針の穿刺に

対する難易度が変化する。また，模擬血液を約４

mL含有するディスポーザブルのバックが付属し，

模擬血管壁の貫通感触と併せて，カバーの開閉を

介した穿刺状態の確認ならびに皮下出血の再現も

可能となっている7)。従前のシンジョーⅡ®と比

較して，細い模擬血管を有するsensitiv®を導入

することで，看護師の穿刺技術が向上し，採血量

不足の低減に寄与することが期待された。

そこで，新規に採用された看護師を対象とした

採血針穿刺に係る初期教育訓練において，シンジ

ョーⅡ®ならびにsensitiv®の両モデルを併用し，

それぞれの使用経験に関したアンケート調査を実

施した。また，全血採血における採血量不足が散

見された看護師に対して，sensitiv®を使用した再

教育訓練を実施したので，併せて報告する。

対象と方法

調査は，新規に採用された看護師17名を対象

とし，調査期間は，2015年１月から同年８月と

した。当血液センターに採用される以前の施設に

おける採血行為の実施頻度，採血針穿刺に係る初

期教育訓練におけるシンジョーⅡ® ならびに

sensitiv®両モデルの使用経験等に関したアンケー

ト調査を実施した（図３）。アンケートに対する

回答方法としては，選択肢形式と自由記述形式を

併用した。

併せて，当血液センターに採用された後，一定

期間を経ているものの，全血採血における採血量

不足が散見された看護師に対して，sensitiv®を使

用した再教育訓練を実施し，2015年１月から同

年８月にかけて，対象者が関与した採血量不足の

発生率を追跡した。

結　　果

1）アンケートの結果

新規に採用された看護師を対象に行ったアンケ

ート調査の回答結果を示す（表１）。対象となっ

た看護師は計17名で，資格取得後の経験年数は，

１年未満が３名，１年以上５年未満が５名，５年

図１　採血・静注シミュレータ シンジョーⅡ®
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皮下出血の再現

TYPE標準 TYPE K（駆血タイプ）

模擬皮下組織（標準） 模擬皮下組織（厚手） 模擬血液バッグ

模擬血管への採血針刺入

図２　採血静注練習キットsensitiv®
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以上10年未満が７名，10年以上の経験を有する

者が２名であった。当血液センターに採用される

以前の施設における採血行為の実施頻度である

が，週当たり５回程度の採血を行っていた看護師

が12名と最も多く，採血「経験なし」と回答した

看護師も１名存在した。

シンジョーⅡ®の使用経験に関しては，「模擬

血管を視覚的に確認することが可能である」とい

図３　アンケート用紙

  

 
――――――――――――― アンケート（新人用） ――――――――――――― 

 （日付：       配属先：        氏名          ）        

 

1. 看護師歴(○を付けて下さい) 

  

      １年未満   1年〜５年   ５年〜10年   １０年以上 

 

２. 病院やクリニックでの採血（穿刺）頻度は？ 

    

3. どのような穿刺が多かったですか？ 

 

4. 穿刺の方法について指導を受けた事はありますか？ 

   

    はい   いいえ 

 

5. ４番で「はい」と答えた方は、具体的には、どんな内容ですか？ 

 

6.シンジョーII ®を使用した感想等 

（良い点）                  （悪い点） 

 

7. 採血静脈練習キットを使用した感想等 
（良い点）                  （悪い点） 

 

（例）検査用の採血 
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う回答が，利点として複数挙がっていた。その一

方で，「視覚のみに頼った血管選定に陥りやすい」

ということを，欠点として挙げた回答も存在した。

その他に，「ヒトの腕に類似した質感を持つモデ

ルであるので，実際の穿刺状態を容易にイメージ

することが可能である」という回答が複数見られ

た。

他方，sensitiv®の使用経験に関しては，「模擬

血管が細く，確認を取ることが困難である」とい

った回答が存在したものの，利点として，「模擬

血管の走行や深さ，太さ等を触覚的に確認が可能

である」，「模擬血管が細いので，穿刺技術の向上

に効果的である」という回答が，複数見られた。

その他にも，「カバーを開閉することで，穿刺針

表１　アンケート調査の回答結果

新規採用看護師の経験年数 前施設での採血経験頻度
1年未満 3名 5回/週 12名

1年以上５年未満 5名 2〜3回/週 1名
5年以上10年未満 7名 1回/週 1名

10年以上 2名 1回/2週 1名
計 17名 経験なし 1名

計 17名

シンジョーⅡ®の使用経験
利　点

血管が視覚で確認できる 6名
腕モデルがリアル 5名
血液の逆流があり，流量が保持できる 2名
血管の選定が容易である
穿刺時に血管が動かない
血管が太い
皮膚感がリアル

1名

欠　点
視覚のみでの血管選定となってしまう 3名
穿刺時の感覚が実際とは異なる 2名
血管を確認する際，分かりづらい
実際と異なり，皮膚が硬い
血管の走行，怒張を自分で判断できない

1名

sensitiv®の使用経験
利　点

血管の走行や深さ，太さ等を触覚で確認できる 8名
皮下脂肪の多い場合と少ない場合の違いが分かり，練習に効果あり 3名
細い血管の練習になる 2名
血管の怒張が分かりやすい
消毒方法の練習が可能で，一連の作業ができる
穿刺後，針の血管への刺入状態を確認できるため，学習になる

1名

欠　点
血管が細く，分かりづらい 3名
血液の逆流が分かりづらい 3名
血管が動くので，穿刺するのが難しい 2名
実際の皮膚と感触が異なる 2名
血管に入った感覚が分かりづらい
穿刺時に血管を貫通しやすい

1名
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の血管への刺入状態を確認が可能であり，学習効

果が高い」という回答も存在していた。

2）全血献血における採血量不足発生率の推移

全血採血における採血量不足の発生率が高値を

示した４名の看護師を対象に，sensitiv®を使用し

た。なお，うち１名（看護師D）は17G針穿刺の際

に複数名の献血者が神経損傷（疑いを含む）を来し

た（図４）。

2015年１月から８月の調査期間において，当

血液センターの全血採血における採血量不足の発

生率は0.57％であった。一方，看護師Aは，全血

採血における採血量不足の発生率が5.4％と高値

であったため，sensitiv®を使用した再教育訓練を

実施したところ，発生率が1.0％に低下した。また，

看護師Bならびに看護師Cについても，再教育訓

練前後における採血量不足の発生率が，それぞれ

3.7％から0.4％，2.7％から0.3％と低下する傾向

が認められた。

さらに，３年以上の経験を有する看護師Dにつ

いても，sensitiv®を使用した再教育訓練を実施し

た結果，医療機関受診に繋がる採血副作用発生事

例は認められていない。

考　　察

採血針を穿刺する際の血管選択においては，視

覚・触覚を活用し，血管状態を確認することが重

要な要素と言えるが，血液センターの新規採用看

護師は，経験年数ならびに採血経験が多様である

ため，個々に応じた教育訓練環境の整備が望まれ

る。今回，sensitiv®を使用する機会を得て，穿刺

経験が浅い看護師に対する初期教育訓練の一環と

して，血管選択研修においては，血管確認が視覚

的に容易であるシンジョーⅡ®を使用し，採血針

の血管への刺入状態を確認する際には，カバーの

開閉が可能であるsensitiv®を使用する等，両モ

デルを併用することで，学習効果の高い実地研修

を行う環境整備が可能であることが示唆された。

また，採血量不足の発生率もしくは神経損傷等

の採血副作用発生率の上昇が認められた看護師に

対して，sensitiv®を使用した実践的な再教育訓練

を行うことで，より慎重な穿刺を心掛ける契機と

なり，それぞれの発生率の低下に寄与したと考え

られた。

以上のことから，新規採用看護師を対象とした

初期教育訓練のみならず，一定期間の経験年数を

有する看護師を対象とした再教育訓練において

も，sensitiv®を使用することで，学習効果の高い

図４　sensitiv®による全血採血の再教育訓練─量不足発生率の推移─
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実地研修が可能であると考えられた。

結　　語

sensitiv®は，「模擬血管の走行が触覚的に確認

可能であること」，「穿刺経験が浅い看護師の初期

教育訓練時に，穿刺後の血管確保状態を視覚的に

確認可能であること」，また「細い模擬血管を有す

ることから，穿刺技術向上のための再教育訓練に

対しても活用可能であること」等から採血手技練

習用シミュレータとして有用と考えられた。一方，

採血前検査手順の初期教育訓練においては，比重

針による２mL採血等，手順の全行程が体験可能

なシンジョーⅡ®が有用であり，両モデルを適宜

選択することにより，穿刺技術に応じた教育訓練

が可能であると考えられる。

本報告の概要は，第39回日本血液事業学会総

会（大阪，2015）において発表した。
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